
2017年度

フェリシモ  基金活動報告

2017.3 - 2018.2



2017年度は、お客さまから878,363円をお預かりし、あしなが育英会
および「とうほくIPPOプロジェクト」に総額875,338円を拠出しました。

東日本大震災により被災された地域、人々の復興支援のために商品の一部を基金付きで販売し、
お預かりした基金は、東日本大震災の復興支援、子ども支援に活用されています。

東日本大震災
もっとずっときっと

基金

女性の元気が東北を元気に  「とうほくＩＰＰＯプロジェクト」
東日本大震災に対する息の長い復興支援の必要性から、女性による東北の産業復興を支援する「とうほくＩＰＰＯプロジェクト」を 2012 年 6 月に発足しました。このプロジェクトは、責任
者、主なメンバーが女性であることを条件に事業提案を公募し、審査の結果選ばれた個人・団体に支援金を支給し、被災地の産業復興のきっかけづくりにつなげていく取り組みです。

コミュニケーションの維持と交流の大切さなどの観点から、地域の行事やイベントを提案するコミュニケーション部門を新設し、第 7 期として、次の 3 件のプロジェクトへの支援を行いました。

第 6期として、次の 14 件のプロジェクトへの支援を行いました。
♦女川スペインタイル事業／みなとまちセラミカ工房
♦sumi's／WALTZ by Lucy
♦東北☆家族プロジェクト／東北☆家族
♦コミュニティスナック楢葉町一号店／
　日替わりママたちが顔と顔を繋ぎます／古谷かおり
♦東北発！日本茶フレーバーティーブランド「OCHACCO」／　　
　OCHACCO

♦幻の染料『気仙沼ブルー』の染め体験を提供する染め場整備／
　藍工房OCEAN BLUE
♦頑張る女性たちの癒しと再生の場所〈絵本カフェ〉開店！／
　阿部理美
♦日々の小さな幸せを生み出すカフェをふるさとに／
　リ・ニ・リロンデール
♦障がい児をもつ母親たちの共働による相互支援の促進事業／
　交流ステーションみのり

♦絵本おもちゃ美術館＆多世代コミュニティサロンすくすくカフェ運営／
　すくすく保育研究所
♦雄勝産有機無農薬ハーブと花で、雄勝の元気を発信／雄勝花物語
♦ばぁばの知恵袋で地域を元気に！／ばっけの会
♦楽々ran（ラララン）／楽々ran
♦結ぶつながりプロジェクト／斎藤範子

♦ママたち！気仙沼をもっともっと好きになろう／
　ママの心と身体の健康サロン

♦フェスタ♪みんなで♡アロマで♪つながるなでなで♡／
　アロマテラピーnadenade

♦うたごえ喫茶がやってくる♪／ちーむ麻の葉

♦おしゃべり音楽ひろば／ソナエトコ　　
♦みなし仮設入居者・在宅避難者と地域住民が共に学ぶ復興　
　まちづくり／小町ウイング　
♦熊本の屋根に笑顔を／レスキューアシスト　
♦みんなのボランティアステーション／
　みんなのボランティアステーション　　

♦話したい　作りたい　交流したい子育てワークショップ／
NGOマザー&アースくまもと
♦熊本地震復興支援プロジェクト／復興支援福岡　
♦熊本地震仮設団地住民相談支援センター事務所設置への支援／
　熊本YMCA

ナスの植えつけ　© あしなが育英会

2016 年 4 月 14 日に発生した熊本地震の被害の大きさを鑑み、2016 年度につづき以下の 7つのプロジェクトに、集まった基金の一
部 (5,705,254 円）を拠出しました。これは、もともと阪神・淡路大震災を契機にはじまった義援金（基金）が、本義援金に引き継がれた
経緯をふまえて対応しました。

2017年度は、お客さまから31,920,028円をお預かりし、以下の事業および
「とうほくIPPOプロジェクト」に総額43,494,716円を拠出しました。

毎月一口100円の寄付による参加をいただき、集まった基金で東日本大震災で被災された方々
の心と暮らしの立て直し、地域の復興などを長期的に支援しています。

東日本大震災
毎月100円義援金
（基金）

東日本大震災毎月 100 円義援金（基金）スタート
以来、集まった基金は累計で 3.2 億円を超え、被
災地の復興を支援しています。

TOTAL

東日本大震災 もっとずっときっと基金 スタート
以来、集まった基金は累計で 1,900 万円を超え、
被災地の復興を支援しています。

TOTAL

2017年度基金総額
2017年3月～2018年2月

みなさまからお寄せいただいた基金の収支をご報告いたします。

期首残高 159,113,366￥

収入 116,783,248￥

支出 142,950,370￥

（2018年2月末日現在）期末残高 132,946,244￥

国内の様々な団体での動物の里親探しの活動、一時的に保護している動物の
フード代や医療費、野良猫の過剰繁殖の防止活動、災害時の動物保護活動など
の支援に使われます。

2017年度は、お客さまおよびお取引先さまから27,059,686円
をお預かりし、国内63の動物保護団体に総額26,175,392円を
拠出しました。

フェリシモ
わんにゃん基金

TOTAL
2011年のわんにゃん基金スタート以来、集まった基
金は累計で 1.4 億円を超え、動物たちの保護と
飼い主探しを支援することができました。

TOTAL
1993年のフェリシモ 地球村の基金スタート以来、
集まった基金は累計で3.1億円を超え、世界59ヵ国
248の活動を支援することができました。

毎月一口１００円の寄付による参加をいただき、集まった基金で動物たちの保護と飼い主探し
を支援しています。

保護した犬たち               ©Perro Dogs Home

フェリシモ
地球村の基金

毎月一口100円の寄付による参加をいただき、集まった基金で貧困からの自立、自然災害など
からの救済、復興の応援など、世界各地で進められている活動を支援しています。

2017年度は、お客さまから6,776,557円をお預かりし、以下の9事業に総額7,000,000円を拠出しました。

バングラデシュ人民共和国
バングラデシュに流入するロヒンギャ
難民緊急救援支援
（助成団体：シャプラニール＝市民に
よる海外協力の会）

ミャンマー連邦共和国
ミャンマー　障がい者のための職業訓
練校の環境整備事業
（助成団体：難民を助ける会）

トルコ共和国
学ぶ機会のないシリア難民の子ども達
へ緊急教育支援
（助成団体：ホープフル・タッチ）

ウガンダ共和国
HIV陽性のシングルマザーの生計向上
を通じたエイズ孤児支援
（助成団体：エイズ孤児支援NGO・PLAS）

ヨルダン・ハシェミット王国
キャンプで暮らすシリアの子どもたち
に、教育と心の成長を！
（助成団体：国境なき子どもたち）

フィリピン共和国
フィリピン・ネグロス島貧困女性への
機織り技術習得プロジェクト
（助成団体：オイスカ）

© オイスカ

©シャプラニール＝市民による海外協力の会

©難民を助ける会

©国境なき子どもたち

南スーダン共和国
南スーダン、戦火を逃れて避難した
子どもたちに学びの機会を！
（助成団体：日本国際ボランティア
　センター）

©日本国際ボランティアセンター

©エイズ孤児支援NGO・PLAS

© ホープフル・タッチ

ガーナ共和国
楽しいこといっぱい！ガーナでワクワ
クとびらプロジェクト
（助成団体：SPUTNIK International）

© SPUTNIK International

メキシコ合衆国
メキシコ大地震！被災者に対するメン
タルヘルス緊急医療支援
（助成団体：「世界の医療団」メドゥ
　サン・デュ・モンド ジャポン）

©世界の医療団
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フェリシモ基金活動は、お客さまおひとりおひとりの善意を基金というかたちでお預かりして運営しています。

たくさんのご参加、本当にありがとうございます。

感謝の気持ちとともに、ここに２０１7年度の全基金活動をご報告させていただきます。

はじめはひとりでも、小さなことも集まれば大きな夢の力になります。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

2017年度 フェリシモ基金活動のご報告

保護した猫たち　　©神奈川県動物愛護協会

TOTAL
フェリシモの猫基金は、2011年のスタート以来
累計で8,300万円を越え、猫をはじめとする動物
保護活動を支援しています。

フェリシモの猫基金
「猫と人とがともにしあわせに暮らせる社会になりますように」という思いをこめて、
フェリシモ猫部から生まれた商品の一部を基金付きで販売し、集まった基金で猫をはじめとして、
国内諸団体の動物の里親探し活動、一時的に保護している動物のフード代や医療費、野良猫の
過剰繁殖の防止活動、災害時の動物保護活動などの支援に使われます。

2017年度は、お客さまから18,569,808円をお預かりし、国内の動物保護団体に総額18,755,923円を拠
出しました。

フェリシモの猫基金は、お客さまから18,568,224円をお預かりし、国内63の動
物保護団体に総額18,754,009円を拠出しました。

大浮世絵展×フェリシモ猫部基金は、お客さまから1,584円をお預かりし、
日本アニマルトラストに 1,914円を拠出しました。



NUSY ラブ＆ピースシリーズを含むフェリシモ
こども基金は、2001年のスタート以来累計で　
7,600万円を超え、世界各地の子どもたちを支援
しています。

TOTAL

フェリシモこども基金
2001年に起きた米国同時多発テロ事件をきっかけに、子どもたちにしあわせな未来を残そ
うとメッセージを発信して寄付もできる「nusy ラブ&ピースメッセージTシャツ」を発売し、
集まった基金を世界の子どもたちのための活動に寄付しています。

2017年度は、お客さまおよびお取引先さまから1,725,608円をお預か
りしました。お預かりした基金のうち、1,470,494円をチャイルド･
ファンド･ジャパンのネパールの子どもたちのための学校建設と就学
支援活動に拠出しました。

ラブ＆サンクス基金
「チョコレートの輪が世界中に広がって、誰かのしあわせの種になりますように」という願い
を込めて、カタログ『幸福のチョコレート』に掲載のすべてのチョコレートを基金付き商品と
して販売しています。

2017年度は、お客さまから2,249,463円をお預かりしました。
お預かりした基金のうち、1,687,679円をＡＣＥ(エース)が支援するガーナのカカオ農家の生活向上
とカカオ農園の児童労働をなくす活動に拠出しました。

綿花栽培で衰弱した土地を救い、未来の子どもたちに元気な大地を残すために始動した
プロジェクトです。インド産オーガニックコットンから作られる商品を基金付きで販売
し、集まった基金をインドでオーガニックコットン栽培を通じた農村の自立支援、子ど
もたちの教育支援などの活動に寄付しています。

2017年度は、お客さまおよびお取引先さまから5,571,700円をお預かりしました。
お預かりした基金のうち、FORUM FOR INTEGRATED DEVELOPMENTに総額12,407,400円を
拠出しました。

配布する予定のカカオの苗木 　              ©ACE子ども保護委員会の会合の様子　　      ©ACE元気いっぱいの村の子どもたち　　  ©ACE

ピース・バイ・ピース
コットン基金

ピース・バイ・ピースコットン基金は、2009年
のスタート以来累計で1億円を超え、農村の自立
支援、子どもたちの教育支援に活用されています。

TOTAL

2010年からはじまったピース・バイ・ピース  コットン基金の支援はこれまでに13,079の農家(1年目の農家含む）が有機栽培に移行し、
持続的に収入を得ることができるようになりました。また、就学支援や奨学金により、インドの農村部に住む1,972名の未就学児の子
どもたちが学校に通うことができるようになり、高校・大学へ進学するための教育支援としても活用されています。

「あなたが贈るお花が世界で植えられる植物とつながりますように」という願いをこめて、
カタログ『しあわせの母の日』に掲載の商品をはじめ、花・植物の商品の一部を基金付き
で販売し、集まった基金で植林活動を支援しています。

2017年度は、お客さまから658,592円をお預かりしました。
お預かりした基金のうち、740,640円をタゴール協会の「インドの森づくり」事業に拠出
しました。

はな＊はな＊みどり基金

TOTAL
はな＊はな＊みどり基金は、2008年のスタート
以来累計で1,100万円を超え、国内外の植林活
動を支援しています。

＊「沖縄の美しいサンゴ礁を未来に残したい」
という思いから、2010年にスタートした「沖縄
サンゴ基金」は2016年に基金名称を「海基金」
へ変更しました。

海基金
「沖縄のサンゴ礁にとどまらず、世界中とつながる海を守りたい」という思いから、商品の
一部を基金付きで販売し、海の保全活動を支援しています。

2017年度は、お客さまから484,959円をお預かりしました。
お預かりした基金のうち、764,222円を美ら海振興会と沖縄県立
沖縄水産高等学校に拠出しました。

4 5

てのひらを太陽に基金
「未来につながる子どもたちのためになりますように」という思いをこめて、商品の一部を基
金付きで販売し、集まった基金で子どもたちの夢や感性をはぐくむ活動を支援しています。

2017 年度は、お客さまから120,529 円をお預かりしました。お預かりした基金のうち、総額
480,000 円を日本臨床美術協会を通じて児童保護施設エンジェルホームや木村クリニックへの支援
をはじめ、各地の子どもたちへのアートワークショップに拠出しました。

サンゴの植え付けの様子　©美ら海振興会

TOTAL
2017年度は、お客さまから7,016,066円をお預かりし、 国内外の森づくりに9,327,928円を拠出しました。

1990年のフェリシモの森基金スタート以来、集まった
基金は累計で4 . 2億円を超え、国内外41ヵ所で
約2,706万本の植林が実現しています。

「フェリシモの森活部」
「フェリシモの森基金」の活動をさらに広げ、
お客さまとともに森を守り、育てる活動を企画
しています。
詳しい活動内容は、
http://fsforest.tumblr.com/
をご覧ください。

＊

毎月一口100円の寄付による参加をいただき、また商品の一部を基金付きで販売し、
集まった基金等で、国内外での森づくりを進めています。

フェリシモの森基金

植樹祭の様子
©鎮守の森のプロジェクト

植林されて１年目の樹々　
ジャルカンド州　 ©タゴール協会

第11回目の海外での森づくり
として、インド西ベンガル州
にマングローブ、オディシャ
州にカシューの木、ジャルカ
ント州にソナジュリーを始め
とした多様な樹木の植樹を進
めています。
（助成団体：タゴール協会）

第41回目の森づくり（3年
目）として、福島県南相馬市
原町区萱浜に、シイ、タブ、
カシなど5,000本を植樹しま
した。
（助成団体：鎮守の森のプロ
　ジェクト）

@ペンギンズアート工房／NPO
石巻広域クリエイティブアートの会

ユニカラート基金
障がい者のアートを用いたユニークなテキスタイルデザインの商品の一部を基金付きで販売し、
集まった基金で表現活動の活性化や次世代アーティストの育成活動を支援しています。

2017年度は、お客さまから280,050円をお預かりしました。お預かりした基金のうち、600,000円は
ｴｲﾌ ﾙ゙・ｱｰﾄ・ｼ ｬ゙ﾊ ﾝ゚を通じて、ｴｲﾌ ﾙ゙・ｱｰﾄ・ｱﾜｰﾄ 2゙017「小さなアトリエ支援の部」への支援金としてstudio 
FLATおよびペンギンズアート工房／NPO石巻広域クリエイティブアートの会の2団体に拠出しました。

@studio FLAT

ネパール中部地震 
１００円義援金
（基金）

毎月一口100円の寄付による参加をいただき、集まった基金で、ネパール中部地震で被災され
た方々のさまざまな生活および地域復興などを支援しています。

2017年度は、お客さまから1,459,450円をお預かりしました。お預か
りした基金のうち、AMDA社会開発機構の幼稚園環境整備プロジェク
トに1,000,000円を拠出しました。

震災直後の幼稚園の教室の様子
© AMDA社会開発機構



メリーで社会貢献は、2002年のスタート以来累
計で2億円を超え、それぞれの活動を支援する
ことができました。

TOTAL

メリーで社会貢献
フェリシモが発行するお買い物ポイント“フェリシモメリー(mr)”でプレゼントを選ぶ代わりに、
社会性のある活動に寄付するプログラムです。
集まったメリーの相当額をそれぞれの活動に寄付しています。

また、以下の支援プログラムに対して計54,180円相当額をお預かりしました。

2017年度は、以下に記載の支援プログラムにお客さまから9,465,450円相当額をお預かりし、
次の事業に総額12,379,179円を拠出しました。

「盲導犬育成支援」
全国盲導犬施設連合会を通じて、全国
の8ヵ所の盲導犬育成施設に寄付しま
した。それぞれの施設で盲導犬の育成
や活動の啓蒙、また、引退した盲導犬
たちの支援に活用されます。

「動物たちの保護と飼い主支援」
国内の64の団体に対して寄付しました。
飼い主に捨てられ、保健所などで処分
されそうになる動物たちを保護し、新
たな飼い主を探す活動に活用されます。

「ブルキナファソのこどもたちへの栄養改善事業支援」
ハンガー・フリー・ワールドに寄付し
ました。西アフリカの国、ブルキナ
ファソの乳幼児妊産婦栄養改善事業に
活用されます。

「紛争地域のこどもたちへの医療活動支援」
ドイツ国際平和村に寄付しました。
紛争地域など海外から受け入れた子
どもたちを治療したり、現地での医
療支援を行います。

「木村式農学校の運用と指導員育成支援」
Hokka ido木村秋則自然栽培農学校
に拠出しました。木村式自然栽培農
学校の運用と指導員の育成に活用さ
れます。

「ｉＰＳ細胞研究支援」
京都大学（iPS細胞研究所）に寄付しま
した。公的資金ではカバーしにくい研
究者・研究支援者の雇用や知財の確保
などに活用されます。

「国内の難病のこどもの夢をかなえる活動支援」
メイク・ア・ウィッシュ・オブ・ジャパン
に寄付しました。ひとりひとり違う
子どもたちの夢をかなえる活動に活
用されます。

「地雷廃絶活動支援」
難民を助ける会に寄付しました。地
雷回避教育ならびに地雷被害者への
自立支援活動に活用されます。また、
基金の一部は、イギリスの地雷除去
活動専門NGO The Halo Trustを通じ
て、地雷除去活動に活用されます。

「コンゴ民主共和国　元子ども兵のショップ開設支援」
テラ・ルネッサンスに寄付しました。
コンゴ民主共和国での元子ども兵の
職業訓練と、ショップ開設・運営経
費に活用されます。

©メイク・ア・ウィッシュ・
オブ・ジャパン

記者会見の様子
©京都大学iPS細胞研究所

畑での作業の様子
©Hokkaido木村秋則

自然栽培農学校

炎天下の除去作業の様子
©難民を助ける会

「熊本地震災害支援」
以下の3プロジェクトに寄付しました。熊本地震被災地への
心のケアなどの支援活動に活用されます。

こころの復興プロジェクト／Project九州
おしゃべり音楽ひろば／ソナエトコ
みんなのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾃｰｼｮﾝ／みんなのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾃｰｼｮﾝ

「自然環境の保全と野生動物の保護活動支援」
世界自然保護基金ジャパンに寄付しました。自然環境の保
全と野生動物の保護活動に活用されます。

「HIV（ヒト免疫不全ウィルス）/AIDS（エイズ）対策活動支援」
国境なき医師団日本に寄付しました。
HIV／エイズの支援に活用されます。

「国内医療支援」
日本骨髄バンクに寄付しました。
国内医療支援に活用されます。

「こどもみらい基金」
親子がより楽しくコミュニケーショ
ンをとりながら過ごせるきっかけ作
りの場として「おやこ保育園」プロ
グラムをキャラバンするための費用
に活用されます。

おやこ保育園の様子　 
©こどもみらい探求社

バイクを修理しにきた
元子ども兵
©テラ・ルネッサンス

© HFW ©ドイツ国際平和村

©全国盲導犬施設連合会 ©湘南鎌倉猫ほっとさぽーと

お絵かきの様子　 
©あしなが育英会

神戸学校の参加料による寄付は、1997年の活動
のスタート以来累計で1,800万円を超え、これま
でに桃柿育英会ならびにあしなが育英会に寄付
することができました。

TOTAL

神戸学校
毎月1回、テーマにふさわしいゲストを神戸にお招きしてレクチャーやワークショップを開催
する神戸学校は、参加費の全額を寄付しています。

2017年度は、お客さまから786,866円をお預かりし、あしなが育英会に
896,839円を拠出しました。

東北100のツリーハウス基金は商品の一部を基金付きで販売し、
東北に100のツリーハウスを建てる活動への支援として、お客
さまから109,050 円をお預かりしました。 

神戸市消防局とつながる応援基金は集まったメリーの相当
額と商品の一部を基金付きで販売し、神戸市消防局への救
助のための備品支援として、お客さまから196,100円をお
預かりしました。

上記2つの基金のほかに、計135,002円をお預かりしました。

東北ツリーハウス基金　 東日本大震災フェリシモメリーしあわせ基金

2017年度は、以下に記載の6つの基金から総額 440,152円をお預かりしました。

グリーンドレス基金
チャイルドワンピンクアンブレラ運動

女川スペインタイルプロジェクト基金
フェリシモの森基金

その他基金付き商品
の販売等による基金

東北 花咲かお母さんプロジェクト基金はお客さまから173,870
円をお預かりし、仙台市役所へ500,000円を拠出しました。拠
出した基金は、仙台市「ふるさとの杜再生」への支援として
活用されます。

上賀茂神社式年遷宮基金はお客さまから132,900円をお預かりし、
賀茂別雷神社（上賀茂神社）へ 213,400 円を拠出しました。拠出
した基金は、賀茂別雷神社の式年遷宮への支援として活用され
ます。

フェリシモの森基金は鎮守の森のプロジェクトへ926,910円を拠
出しました。拠出した基金は、南相馬市鎮魂復興市民植樹祭へ
の支援として活用されます。

木村式自然栽培農法推進基金はお客さまから278,600円をお預か
りし、Hokkaido木村秋則自然栽培農学校へ277,500円を拠出し
ました。拠出した基金は、木村式農学校の運用と指導員育成の
ための支援として活用されます。

フェリシモ 日本伝統生活文化基金は大畑駅を愛する友の会へ
1,000,000円を拠出しました。拠出した基金は、「熊本県人吉
市 宮地嶽神社復興プロジェクト」事業に活用されます。

インフィニット・ホープ基金はお客さまから261,494円をお預か
りし、e-Educationへ1,070,000円を拠出しました。拠出した基
金は、「世界の果てまで、最高の授業を届けよう！」事業に活
用されます。

アルモンド基金はお客さまから43,505円をお預かりし、お預かりした基金は、次の7事業に167,884円を拠出しました。

チルドレン・オブ・セブ・ファウンデーション基金はお客さまから54,795円をお預かりし、チルドレン・オブ・セブ・ファウン
デーションへ176,990円を拠出しました。拠出した基金は、フィリピンのストリートチルドレンの保護支援として活用されます。

ほかにも、お客さまから 374,757円をお預かりし、561,936円を以下の11事業へ拠出しました。

さまざまな商品のコンセプトに沿う活動を応援する基金付き商品を販売しています。
集まった基金はそれぞれのコンセプトに沿った活動に寄付します。

2017年度は、お客さまから1,319,921円をお預かりしました。
お預かりした基金は、次の事業に総額4,894,620円を拠出しました。

＜拠出した基金＞

＜お預かりのみしている基金＞

東日本大震災の奨学金の事業／日本ユネスコ協会連盟
地雷廃絶活動支援／難民を助ける会
サンゴ礁を守る支援／世界自然保護基金ジャパン
盲導犬育成支援／全国盲導犬施設連合会

インドの植林活動支援／タゴール協会
骨髄移植の支援／日本骨髄バンク
難病のこどもの夢をかなえる支援／メイク・ア・ウィッシュ・オブ・ジャパン  
飢餓に苦しむ人々への栄養改善事業／ハンガー･フリー･ワールド 

東日本大震災遺児への心のケアと教育支援／あしなが育英会
東日本大震災の奨学金の事業支援／日本ユネスコ協会連盟
日本の山の森づくりの活動への支援／ドングリの会
サンゴの再生活動への支援／アクアプラネット
「自閉症の疑似体験」講習会への支援／クルーズ
カンボジア「村の幼稚園」への支援／幼い難民を考える会

アフガニスタン寺子屋プロジェクト支援／日本ユネスコ協会連盟
山元町の復興活動支援／LOVE  FOR  NIPPON
世界遺産を保護する活動への支援／日本ユネスコ協会連盟
エイズ感染者を助ける活動への支援／国境なき医師団日本
紛争地域のこどもたちへの医療活動支援／ドイツ国際平和村
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2017年度
基金拠出先一覧

すべての基金の拠出先一覧です。

2017年度は、国内外の130団体の活動を支援しました。

藍工房 OCEAN BLUE
特定非営利活動法人アクアプラネット
あしなが育英会
アニマルライフサポート福島
アニマルライフセーバー
アニマルレスキューシステム基金
認定NPO法人アニマルレフュージ関西
認定NPO法人AMDA社会開発機構
アロマテラピーハウスnadenade
淡路ワンニャンクラブ
特定非営利活動法人e-Education
一匹でも犬･ねこを救う会
特定非営利活動法人犬と猫のためのライフボート
特定非営利活動法人犬猫みなしご救援隊
命のリレー・アニマルサポート
特定非営利活動法人エイズ孤児支援NGO・PLAS
特定非営利活動法人エイブル・アート・ジャパン
認定NPO法人ＡＣＥ
ＮＧＯマザー＆アースくまもと
公益財団法人オイスカ
特定非営利活動法人おおさかねこネット
一般社団法人雄勝花物語
大畑駅を愛する友の会
認定NPO法人幼い難民を考える会
OCHACCO
おりたてネコものがたり
かすやねこ
公益財団法人神奈川県動物愛護協会
賀茂別雷神社（上賀茂神社）
認定NPO法人キャットネットかまくら
京都大学 iPS細胞研究所
一般社団法人清川しっぽ村運営委員会
公益財団法人熊本YMCA

特定非営利活動法人クルーズ
ケダマの会
特定非営利活動法人神戸猫ネット
神戸ノラネコTNR実行委員会
特定非営利活動法人交流ステーションみのり
こちら肉球クラブ
認定NPO法人国境なき医師団日本
認定NPO法人国境なき子どもたち
合同会社こどもみらい探求社
特定非営利活動法人小町ウイング
ザ チルドレン オブ セブ ファウンデーション
さいごまで家族の会
相模どうぶつ愛護の会
特定非営利活動法人C.O.N
特定非営利活動法人ｼｬﾌ゚ ﾗﾆー ﾙ=市民による海外協力の会
特定非営利活動法人湘南鎌倉猫ほっとさぽｰと
湘南ねこの会
特定非営利活動法人すくすく保育研究所
一般社団法人SPUTNIK International
公益財団法人世界自然保護基金ジャパン
認定NPO法人世界の医療団（ﾒﾄ゙ｩｻﾝ･ﾃ ｭ゙･ﾓﾝﾄ゙  ｼ ｬ゙ﾎ ﾝ゚）
認定NPO法人全国盲導犬施設連合会
仙台市（緑化活動）
特定非営利活動法人ソナエトコ
タゴール協会
たんぽぽの里
地域猫啓発団体ねこ☆にゃらｰず
地域猫の会P.A.W.S.
一般社団法人ちーむ麻の葉
ちｰむぼんぼん
ちばわん
認定NPO法人チャイルド・ファンド・ジャパン
特定非営利活動法人美ら海振興会

公益財団法人鎮守の森のプロジェクト
認定NPO法人TSUBASA
認定NPO法人テラ・ルネッサンス
ドイツ国際平和村
特定非営利活動法人東京キャットガーディアン
特定非営利活動法人動物愛護団体LYSTA
特定非営利活動法人動物愛護団体ワンハート大阪
特定非営利活動法人動物愛護を考える茨城県民ﾈｯﾄﾜー ｸ
動物いのちの会いわて
一般社団法人動物救護隊にゃんだーガード
動物ノート
特定非営利活動法人どうぶつ福祉の会AWS
東北☆家族
特定非営利活動法人ドリームキャット
特定非営利活動法人ドングリの会
認定NPO法人難民を助ける会
一般社団法人西脇動物の命を守る会
公益財団法人日本アニマルトラスト
認定NPO法人日本国際ボランティアセンター
公益財団法人日本骨髄バンク
特定非営利活動法人日本動物生命尊重の会
公益社団法人日本動物福祉協会CCクロ
公益社団法人日本ユネスコ協会連盟
特定非営利活動法人日本臨床美術協会
にゃんぽみち
任意団体北九州ノアハウス
猫里親さん募集！にゃんこ組
特定非営利活動法人猫達の幸せを守る会
特定非営利活動法人猫たちを守る十勝Wishの会
特定非営利活動法人猫と人を繋ぐツキネコ北海道
猫のミーナ
特定非営利活動法人猫の味方ネットワーク
PAK保健所の犬･猫を救う会

特定非営利活動法人HEART
ばっけの会
特定非営利活動法人ハンガー・フリー・ワールド
人と犬猫との共生を考える　ハッピーテール
150匹犬猫ボランティア
特定非営利活動法人平塚のら猫を減らす会
特定非営利活動法人ファミーユ
Forum for Integrated Development
復興支援福岡
Project九州
Perro Dogs Home
特定非営利活動法人ホープフル･タッチ
特定非営利活動法人保健所の成犬･猫の譲渡を推進する会
Hokkaido木村秋則自然栽培農学校
認定NPO法人HOKKAIDOしっぽの会
ママの心と身体の健康サロン
特定非営利活動法人みなとまちセラミカ工房
南相馬にゃんこはうす
宮城県犬猫里親探しの会バトンタッチ
みんなのボランティアステーション
MARY COLIN
公益財団法人メイク・ア・ウィッシュ  オブ  ジャパン
特定非営利活動法人もりねこ
一般社団法人ゆめまるHAPPY隊
一般社団法人LOVE  FOR  NIPPON
楽々ran
ル・ニ・リロンデール
レスキューアシスト
WALTZ by Lucy

報告書本文中では、法人格を省略して紹介させていただきました。＊
＊ 団体名称は、基金拠出時のものです。
＊ 本報告書は、2018年2月末日現在の情報をもとに作成しています。

ご意見・ご提案について
フェリシモの基金活動についてのご意見、ご提案をお寄せください。

https://www.felissimo.co.jp/s/fundotayori/

フェリシモ
基金活動について

本報告書に記載している活動は、

お客さま、お取引先さま、株主のみなさま、従業員、現地で活動を行う団体や個人のみなさまなど

活動に関わるすべての人々によって支えられています。

本当にありがとうございます。

ひとりひとりの力は小さくても、それぞれの思いを重ねることで、

たくさんの夢を実現しています。

これからも、みなさまの思いを生かした活動を展開していきたいと考えています。

フェリシモでは、おひとりおひとりのお気持ちを

「全額、直接的な支援活動に生かす」ことを原則とし、

広報活動や基金事務局の運営費用等はフェリシモが負担しています。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

2017年度
フェリシモ基金活動報告

発行元 ：

発　行 ：

フェリシモ基金事務局
株式会社フェリシモ内
〒 650-0035　神戸市中央区浪花町59番地
2018年5月
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